

















は､ いかにも生温く､時代遅れの朝を呈していたように思われるOその r倫理学jも歴史的著作も､ 公然
たる天皇制擁護の姿勢に示されるような政治的保守性という理由から4EZ祝され､さらには､唯物史観の滋味で


































































































































であった (風 29)oまた､南洋にみられる気候の単調さ (風 33)2)､ならびに動植物の生命力 (繁殖
力)の豊かさも､｢力の横溢の単調さ｣(風 34)として注目されている｡それに対して､後者におけ
る自然の特徴は､従順や明朗､合理的といった言葉で説明された｡第-の ｢従順｣は､地中海の夏の
乾燥によって自然 (雑草)の繁殖力が抑制された結果である (風 84-88)｡第二の ｢明朗｣も夏の乾
燥に由来する.和辻によれば､空気が湿気を含まないことで ｢預うものなき明るさ｣が生れ (風 97)､






るほどに巨大な力｣となって猛威をふるう (風 31)｡しかし､一方では､その暑熱 湿気が豊かな生
命力の源となり､自然は多大な恩恵をもたらす人間活動のゆりかごにもなる｡こうした厳しさ･優し
さの二面から､インドや南洋では ｢自然への対抗｣が呼びさまされず､意志の弛緩,忍従的 受容的


































とえば,青野正敏は ｢彼 (和辻)は､ ｢(自然環境が人間を)どう規定するか｣ということは論じて
いないが､底を流れる態度は､人間存在の状態を自然や社会を含めた環境で説明しているとしか受け
取れない｡ これ (モンス-ン 沙漠 牧場)は単なる地域の呼び名で､かならずLも自然現象の内
容を意味するものではない､と彼はいう｡しかし､この点においてすでに考え方に無理があった｣と






































































































ざまな段階の人倫的組織が確認されるとする｡r倫理学Jでは､家族 ･親族 ･地縁共同体 .経済的組
綴 ･文化共同体 ･国家が具体的に検討されており､それらを成立させる結合原理や,そこで実現され
るべき人倫がそれぞれに示されているO規模の小さいものから順にみていこうo






生じる親子関係 (｢三人共同体｣)である｡それは､夫婦関係を ｢子に媒介せられた 父と母との関係
に｣止揚する (上 388)｡親の子に対する ｢慈愛｣と子の親に対する ｢孝｣を通じての､世代間の共









































































































































































































































































































































料が r風土Jであれば ｢(風 頁致)｣を､r人間の学としての倫理判 であれば ｢(入 貢致)｣i･､r倫理学]上
















鼻ヒても人間の認瓢 こふれか ､ものが､此 三上｣盈吸息宝玉だ真数旦重工





公共性の実現 (絶対的否走性への回帰)へと向かう歴史の大きなうねりが発生し､個々の私的存在 (個人 人
倫的組粒)を衝き動かし続けていると主張するD和辻は､世界において諸国家が争いつつ､より大規模な秩序
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